
「東城小中学校の八月踊り伝承活動の取組」 

１．学校名 奄美市立東城小中学校 

２．学年・人数 児童15人，生徒７人，計22人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

令和７年５月10日（土），６月14日（土），７月12日（土） 

９月13日（土） 

⑵ 発表の日時・場所 

令和７年９月28日（日）本校グラウンド（秋季大運動会の中で発表） 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

八月踊り（はちがつおどり） 

⑵ 由 来 

もともとは，旧暦の八月に稲の収穫を祝って踊られる踊りである。 

⑶ 構成等 
  現在，校区内で八月踊りの伝承が続いている集落は二つあり，今年度は
そのうちの見里集落で伝わっている「ねおどり」，「でんまつじょ」，「しゅ
んかね」を練習，発表した。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

 子どもたちが地域の方々と共に練習し，八月踊りに興味をもったり，継承
したりしようとする気持ちを高めていくために，地域の方々に御来校いただ
き，子どもたち，教職員と一緒になって練習を行った。また，教育課程の総
合的な学習の時間の中に位置付け，練習を行った。さらに，学校でも担当者
を置き，連絡を取り合いながら練習を進めていった。 
 毎回の練習には，地域の方々をはじめ多くの皆さんに参加していただき，
子どもたちとの交流を図りながら練習を行うことができた。 
 発表の場となった運動会当日は，多くの地域の方々が来場し，踊りの発表
になると手をたたいて拍子をとったり，踊りの輪に加わり，一緒に踊ったり
する方々もいらっしゃった。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【児童生徒】 

・ 楽しく踊ることができた。また来年も踊りたい。 

・ 自分から大きな声を出して踊りを盛り上げ，踊る友だちや，見てくださ

る地域の方々みんなを笑顔にすることができてうれしかった。 

【保護者】 

・ 元気に踊りをおどる子どもたちを見ていて頼もしい気持ちになった。 

【地域】 

・ 子どもたちが元気よく踊る姿に元気をもらった。これからも良い伝統を

引き継いでいきたい。 

【教員】 

・ 子どもたちが地域の方々とふれあうことができ，また，地域の良さをし

るきっかけともなっている機会である。今後も続けていきたい。 

運動会当日の様子① 

〔文化財伝承等の取組事例〕 

歌の練習の様子 踊りの練習の様子 

運動会当日の様子② 


